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感染症

微生物が体内に侵入し感染することによっ
 て起こる病気の総称と定義されます。ウイル

 ス、細菌、原虫、寄生虫、真菌（カビ）などの
 病原体が、飲料水や食物を介して、野生動
 物や家畜などの自然宿主から蚊やダニなど
 の媒介動物を介して、あるいは人から人に

 直接に侵入するために起こる病気です。



ウイルスはどのようにして

自然界に存在し

維持されるか？
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ウイルス感染

自然界における蚊(昆虫）媒介性ウイルスの感染環



感染症の患者が増える条件

・
 

病原体が人の体に侵入する数が多い
・

 
病原体の自然宿主や媒介する生物（媒介動物）
が多い （注：媒介動物なしに感染する感染症も

あります）
・

 
病原体が侵入しやすい居住空間や生活様式で

ある（ウイルスや媒介動物などと接触しやすい）
・

 
公衆衛生の状態がよくない（栄養、衛生状態が

悪い）



地球温暖化

と

蚊媒介性感染症



デング熱・デング出血熱流行地域デング熱・デング出血熱流行地域



デング出血熱の小児



ヒトスジシマカヒトスジシマカネッタイシマカネッタイシマカ

デングウイルス媒介蚊デングウイルス媒介蚊



東北地方におけるヒトスジシマカの分布北限の移動
 （１９９８－２００３）

－ ３７゜N

－ ３８゜N

－ ３９゜N

－ ４０

 

゜N

東 京

仙台

能代

東 山

山形

1998年
2000年

一関秋田

日光

軽井沢

八戸青森

盛岡

酒田

福島

新庄

石巻

100 Km

確認地

未確認地

2001・2002年

横手

水沢

会津若松

白河

本荘

気仙沼

20032003年年

小林睦生博士



注 意

ヒトスジシマカの分布域が拡大するこ
 

とは、将来、デング熱流行のリスクが
 

ある地域が拡大することを意味しま
 

す。しかし、これらの地域で、すぐに
 

流行が起こるとか、感染の可能性が
 

あることを意味するわけではありませ
 

ん。



日本にすでに存在する

蚊媒介性ウイルス感染症

日本脳炎



1994年(4名) 1993年(4名)

暑 夏 冷 夏

暑い夏には日本脳炎ウイルスの活動地域が広い



日本脳炎

国内に存在する蚊媒介性ウイルス感染症

地球温暖化による

侵淫地域の拡大？

夏気温が高い年は

 国内で日本脳炎ウ

 イルスの活動高い

現 在 温 暖 化



世界各地における感染症－１
リフトバレー熱

リフトバレー熱は、主にアフリカにみられるウ
 イルス感染症です。通常は羊、ヤギ、牛など
 に見られる感染症で、感染した動物を吸血す
 ることで、ウイルスを持っていない蚊が感染し
 ます。人は、このような感染蚊に吸血されたり、

 感染動物の血液や組織と接触することによっ
 てリフトバレー熱に感染します。



気 候 変 動 と 世 界 各 地 の 感 染 症 －１

ケニアにおけるリフトバレー熱の流行
 

：
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世界各地における感染症－２
ハンタウイルス肺炎症候群

ハンタウイルス肺炎症候群は、アメリカ大陸にみ
 られる感染症です。この感染症のウイルスは、ネ
 ズミなどのげっ歯類の間で維持されています。人
 はハンタウイルス肺炎症候群に感染したげっ歯

 類のフンや尿中に排泄されたウイルスを吸い込
 むことによって感染します。



米国南西部におけるハンタウイルス肺症候群：

シンノンブレウイルス

通常の年

エルニー

 ニョ

雨

砂漠にお

 けるエサ

 の増加

ヒトの
 感染

ヒト感

 染なし

気 候 変 動 と 世 界 各 地 の感 染 症 －２

エサ不足



気候変動と細菌感染症

細菌によって引き起こされる感染症のうち、
 最も多いのが、水媒介性感染症です。コ

 レラは、コレラ菌という細菌による代表的
 な水媒介性感染症で、世界に広く分布し
 ています。コレラ菌に汚染された水や氷を

 飲んだり、その水で洗ったり、汚染された
 氷で冷やした生ものなどを口にすることで
 感染します。





WHOが1998 年のエルニーニョ現象による地域気
 象の変動によって発生が増加した感染症の分布

 を整理した図。



ま と め

気候変動は感染症の発生に影響を及ぼ
 します。しかし、皆が納得するデータはま
 だあまり多くありません。これは、この研

 究が気温や降雨量以外にも多くの要素を
 含み、さらに人間側の対応も関係しており
 非常に複雑であることによると考えられま
 す。患者数の増加や、流行地域の拡大が
 起こり、さらにどの程度の増加、拡大がお
 こるかの予測は、各感染症ごとに今後多

 くの研究が必要です。


